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海藻の酸醗酵に闘する研究(第4報)

各種海藻の酸醸酵 lこ就て

鈴 木 昇 く無機化事、海藻イヒ畢敬蜜〉

STUDIES ON THE ACID-PRODUCING FERMENTATION OP SEA WEEDS. 

町. THE FERMENTATIONS OF V ARIOUS SEA WEEDS. 

Noboru SUZUKI 

(paculもyof Fisheries， Hokkaido Universi色y)

A number of acid-producing fermentaもionexperiments with various自eaweed日 were
made and following re日ul七swere obtained. 

1) A greater amolll泊 ofacid is produced in Lαminar何ceaeもhanin Fucαceae. 
2) The fermenta，tion seemsもobe divided into two type日 Oneis a vigorollS f erinen-
tation where a greaもeramounもofpropionic acid is produced， whiIe出eother is feeble 
fermenも1功ionwhere less amouut of th叫 acidis produced. 
3) It seemsもhlltthe fermentation is 110色 broughtabout by manni丸 b叫 byalgin， 
pro句inand byもhesoftness of the seaweeds・
4) The degree of 日oftne自由 of the 日eaweedsis represented by もheamount of swelled 

water on the preliminary treaもmentin boiling water. Relation between swelled water 

(x) and produced acid (y) is given as following equation: 

y=0.032x-4.1l 

著者は第1乃至第3報(1，!!，3)に於て海藻の酸嘩酵に閥ナる基礎的事項に就て報告したのでるる

が、本報に於ては海藻の種類、成育時期及び海藻成分との酸醗酵と闘係に就て報告する。本研究

の費用はその一部を文部省科隼研究費に仰いだ。蕊に記して深謝の意を表ナる。向質験に助力せ

られ，た羽賀勝子、後藤和子雨君にも併せて謝意を表ずる。

ト駿方法

試料は凡て褐藻類。化製成分に閲する研究代〉に用いたものと同様である。本被告中の海藻の

番披は凡て該報告中。番競と同じであるから、各海藻の成分、探取場所及び時期等に闘しては該

報告を参照せられたい。

定量法は細切した風乾試料20gを500c・G・容三角フラスコにとP、之に熱湯400c・c.を加え、沸

騰せる重湯根上に於て 30分間慮現して可溶成分を除〈と共に膨潤せしめられ;1と藻韓に、此の際

吸収せられ虎水分を加算して 200c・G・の水道lKを加え更に 200cι の海水、 2gの Oa003及び

種曜(同海藻同委競の海藻の醗酵液)10c.c.とを加えて 9_30.0に於て醸酵せしめ、此の中よ

P 定量時に 10c.c. 宛をとって化生酸量を定量し、之を酷酸として元の風乾海藻に劃する百分比~

以て表す事とした。本賓験は繰り返し5回行った。此0 中第1回及び第2回は 10.......15.0に於て
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第3回は 9"，，14.01乙於て、第4聞及び第5回は 30.0に於て醗酵せしめた。

n.賓酷結果及び考察
賓験結果は第 1回を第 1表に、第 2回以下は夫々第2乃至第5表に示す通りである。表中

Swelled W!l.terとは前虞理を行った場合に藻瞳に吸牧せられた水分量 (g数)を以て表してい

る。

1) 海藻の種類と醸酵との関係

上に述ベアヒ醸酵は、後に記ナ様に色々な因子によって左右せられるので簡単にいう事は出来な

いが、海藻の種類によって化生酸量に相営の差異が認められ，る。艮/liう昆布科海藻は一般にヒパマ

タ科のものに比べて化生般量が大であるが、ヒパマグ科にあってもエゾイシグは非常κ醸酵が旺

盛でるる。昆布科の中でもミツイシコンブ'が最も醸酵旺盛で、あり、マコンプ、リシリコンプ及び

チガイソ等が之にそたぎホソメコンプは柏劣る様である。

2) 醸酵の型に就て

酸の化生量の曲線を描いてみると一般に二つの型が見られる。そのーは、醗酵の旺盛なもの L

とる型であって、殊に 30.0tζ於て酪酵せしめた場合に多く見られる。即f当時酵日教の経過と共

に急:激に酸ο化生量も増加し、一定日数を経過してその最大量に建、ずると直fうに化生酸量の減少

を見る型のものである。此の:11;t!にるっては酸の化生量が最大量に達ずると共に硫化水素を費生し

易いものである。叉後に別報として報告するが此c型に属するものにあっては、第三のA'.1に属す

るもD に比較するとプロピオン酸の化生ずる割合が多いのも一つむ特色である。第二の型に属す

るものは、多くD ヒパマグ科の醸酵に於て見られるものであって、酸の化生は極めて援徐であっ

て‘化生酸量は少いが、長時日醗酵せLめてもイヒ生酸の減少は明かでなく、叉硫化水素の護生す

る事も少く化生する酸は殆ど酷酸のみである。

的醸酵温度

醗酵温度は 9-15.0の場合と 30.0の場合に就て見るに、 30.0の方が醗酵旺盛で・あり、且つ

化生酸量も多く、醗酵期間も短くて化生酸量の最大量に建ナるが、その反面硫化水素の護生を見

る事が早い。

4)醸酵期間

醗酵の旺盛友ものは一般に短時日で最高化生酸量に達し、 コンプ科のものでは 9-15.0では

15-20日、 30.0では7-14日位で最高化生酸量を示すに至るが、醸酵緩徐主主ヒバ?グ科のもの

にあっては斯る明瞭な最高離は見られ，ないが、 9"'15.0では約20日、 30.0では約15日位で犬

凡その最高化生酸量に達するものと思われ，る。

5) 海藻成分と醸酵との関係

嚢に(1.2)斯る醸酵には海藻成分中θマンニットには殆ど関係がなく、主として醗酵に興るも

のはアルギン酸であると思われる事を指摘したが、賓際に各試料の成分(4) と醗酵とo関係を見

るに、マンニットの含有量とは余り闘係がな< (マンニットは前慮理によって大部分抽出せられ

ている〉アルギン酸及び組蛋白質の含有量並びに、分析表には現れていないが、藻種。軟かさD

三者に閥係がるるも <D~ 如くである。例えば、ホソメコンプは多量のアルギシ酸を含有するにも

拘ら歩比較的蛋白質に乏しく、且つ藻腫の硬い矯めに、他の昆布属のものに比して醗酵し難い。

然しホソメコンブ"tこるっても No.26は比較的組蛋白質量が多いためよく醗酵し、ホソメコンプ
の中でも特に粗蛋白質含有量の少い No.32， 33は殊に醗酵不良の様でるる。叉ヒパ?タ科のも

のは←般にアルギン酸が比較的少し殊に、藻憧が硬い矯めに醸酵が不良であると考えられ，る。
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Tn.ble 1. 

Swelled Produced acid during fermentation く%)

No・ AIgae Water 
均自17da同地刈姐aY8[1侃a戸(lI州i詞aY8¥14拘 811剖引胸沖剖州地沖耐日l地戸同町四(g) 

14 Laminaria ochotensis Miyabe 54 11•85 1 4.68 6.“ 8.19 9.30 18.34 • 一 一 一 一 一 一
5 Laminaria japonica Aresch 101 6.48 8.06 9.56 9.60 

一 一 一 一 一 一 一 一
6 Jゲ 66 1.85 4.32 7.71 9.90 10.29 9.68 

一 一 一 一 一 一 一
7 グ 70 1.85 3.96 5.61 8.19 8.30 

一 一 一 一 一 一 一 一 一
22 Laminaria angust，αtα K;ellm 76 2.95 7.19 9.46 11.26 12.95 112.17 

一 一 一 一 一 一
23 』ア 67 2.95 5.76 8.師 10.24 10.73 

一 一 一 一 一 一 一一
21 " 到 2.58 6.48 9.46 9.56 10.39 10.98 

ト24 』ア 84 2.58 5.76 9.81 11.60 11.価

26 Laminaria religiosa Miya占e 93 |竺_1_11竺 -1 」ーーーーーーーー・ー一ーゴ-35 " 
78 6.66 I I 7.51 7.97 I 17.75 

一一一一一一一一一一一一 一一一一一一 一一
34 " 74 2.21 I I 3.24 5.26 I 16.83 8.63 I I 9.04 

一一一一一一一 一 一一一一 一一一一
30 " 56 1.48 I 13.96 I 15.61 6;14 7.31 

一 一一一一一一一一 一一一一 一一一一一一一 一一
36 11 77 2.95 I i 5.04 6.66 I I 7.51 6.97 I I 7.75 

一一一一一一一一一一一一一 一一一一
32 11 76 1.85 I 12.52 4.21 I 15.46 6.64 I I 6.78 7.31 

一一一一一一一一一一一 一一一一 一一一一 一一
33 グ 49 1.48 I 12.16 2.00 I 13.41 4.32 I I 5.17 5.78 

ー・-幽・岨』由崎・-ー幽』畠副園田園町圃圃圃園開園・ー・骨 E・E・-副岨ー-ーー-・E・E・-戸・E・E・-

「 一一「49 Alaria crassifolia Kjellm 80 1.85 I 16.12 I 17.71 8.53 8.73 

52 " 51 4.68 

イ引一一 一
57 月Y 73 1.85 5.76 

一一

1= M 54 " 39 2.21 3.96 6.64 6.46 

一一一一 一
53 グ 61 2.95 5.40 7.85 7.79 

7.97互44 Costαria costαtα (Turn.) Saund 56 2.58 5.04 7.11 7.42 

一一
67 Cystophyllum hakod，αtense Yendo 48 0.74 3.16 4.10 4.39 4.57 4.58 

一一一
69 グ 320.741.802.102.394.651  l 1.99 ‘ 2.71 I . I I 2.44 I I 2.36 

l∞ Sargαssum Thunbergii (mert.) O. Kuntze ラ910.741 11.80¥ 12.801 ¥3.751 14.65¥ ¥4.84¥ 15.021 14.88 

80 I Sargassum confusum Ag. 

89 I " 59 I I 0.37 I I 1.08 I I 1.40 I I 1.37 I I 1 ・~1_1_12.20 l=--r_~12.741_1~・ 95
一 一一一一一一一 一一一一 一一一一一
88 グ 35 I 10.74 I :1.44 I 13.51 I 12.05 ¥ 12.32 I 12.71 I 12.13 I 12.36 12.29 

一 一一一一一 一 一 一一一一一一
74 I Sargassum Borneri (Turn・)C. Ag. 

73 I " 咽 1・11I i 1凹 1.33 I I 1.面 一|川 日百:;干ト寸ヨ司 1.43
71 グ 25M11・081.37I I 1・“ 11.61 1・72

一 一一一
102 I Coccophora Langsdorfii (Turn.) Grev 29 I 10.74 I I 1.08 I I 1.75 I I 1.37 I I 1.29 I I 1.57 I i 1.52 I 1.72 

す司一五→[-14.訂-i649一 一二17il豆一百 一65 pelvetia Wright:i (Harv.) Yendo 

:と 3.69 3.96 l 「一l一5・一掴 6.83 6.97 6.90 6.73 7.38 " 一 一
" 1.85 2.52 3.86 4.44 4.65 5.33 6.09 5.90 6.58 



Table 2. 

Nol Al酔e lTl町仙，ysi 11白州zaSFEll4dmlJU::;:72:江戸両町l28ds;S-13勾ザミ[叫ん
4 e |1ウ一 6午苧.48引.48り!ゴ1一一一一一-一一一一一一一一I-一一-一一
6 -'-Laminaria japonica Aresch 但司一一一矧 |ト川川邑Mω川bω引3什|一11れ~， ， 
ヨ一一…??-lZlE二12一三二日二回コ二1

1

1.87 1二二二二
/1 1 87 1 7.3ペ j1'0.42 I 卜1.57I 110汚 ， I 

Jl p I7lつ:ζI~I-;司-.1司 1司-l8.29I 一一一
三I~…一…be 1土色1I~とI ， 8.41 1__/，_也11 1__1__'一一一一
34 !/ 

36 " 

dテ

!/ 

6訂7IωM一kμ刷'od…h
7司|P
100 1 Sarassvm Th叫 rgii(mert.) 0 品 ntze

80 1拘…ω sumAg 

77 I 4.07 10.35 10.58 10.14 10.92 7.55 9.82 

60 6.79 

一一一一
7
7「一同

一川区一一日

一
ω

一一一-

一一一一
亡
川
仁
川

「
十
一
ト

「一|一|一一

一同一阿国
一一一一
↑三回

「「一一
一喜一一羽
「一日
EMEld 

「
「
「
一

/1 印

甜

F 

74 I品rgasSl'"-Horneri(Tiurn-) c'. Ag. 

65 I Pelv仰 Wrightii(Harv.) Yendo 



Tll.bel 3. 

Procluced acid during Cermentstion (%) 
No. Alg蹄 Water 

仙 ysI 8days 1陶 s¥胸刊 lld州 l拘 s116仰い7d町8¥ 18days [21何日 !22days1
1 
23d叩 124days 12地 ，ys121仙 ，ys¥3拘 8I 3陶 8¥制，aysくg)

14 Laminaria ochotensis Mi yabe 60 7.85 11.95 

5 Laminaria japonjca Aresch. 105 7.38 9.47 i 8.40 8.16 10.35 

6 " 85 6.64 9.47 7.85 9.22 

一
7 " 71 6.64 7.55 9.47 9.72 7.36 

22 Lami加巾 angustata勾ellm 76 6.27 11.57 I I--Iu勿| 12.27 12.86 14.43 
一一一-

.21 1/ 92 7.01 9.35 12.27 I 1 10.63 10.98 11.61 12.23 

l竺!26 Laminaria religiosa Miyabe 94 6.27 

34 グ 69 3.32 ω 7.31  8.72 10.33 

30 /1 65 6.64 8.19 8.:30 8.72 

36 ， 79 5.54 8.88 8.64 8.72 8.40 

33 /1， 60 3.32 5.46 6.31 9.36 

一一
29 /1 72 5.伺 7.91 8.53 8.07 7.84 8.46 

49 Alar向 crassifoliaKjellm 73 7.38 8.27 9.22 8.27 12.55 

52 ノ少 78 4.何 7.55 9.47 8.96 8.07 10.04 5.65 

57 H 

“ 
5.17 6.11 7.85 7.75 

一
53 1/ 60 4.06 5.75 7.36 8.30 7.10 7.53 9.41 

67 Cystophyllum hakodatense Yend. 47 2.95 4.32 5.12 4.98 5.65 11.57 
ー-

69 グ 30 2.58 3.24 4.10 4.32 5.01 5.18 

70 ， 36 2.58 3.24 3.76 3.99 5.01 5.18 

l∞ Sαrgassum Thunbergii (mert.) o. Kuntze 62 2.58 5.40 7.17 5.98 5.96 6.70 

89 Sargassum confusum Ag. 49 3.69 3.60 4.78 4.65 3.32 2.55 
一一一一一一一』

71 Sargassum Horneri (Turn.) C. Ag. 33 2.95 3.96 3.88 4.26 4.13 

64 Pel1Jetia Wrightii (Har1J.) Yendo 95 5.54 8.19 8.30 9.72 8.27 



No. Algae 

14 Laminaria ochotensis Miyahe 
----，....--

5 La'lo'inαria japonica Aresch. 

6 n 

7 !/ 

22 Laminaria angustata勾ellm

21 n 

26 Laminaria religiosa Miyabe 

34 " 
30 /1 

36 " 
33 !/ 

29 』ア

49 Alaria crassifolia勾ellm

52 " 
57 。

53 " 
67 Cytophyllum hakod，αten~e Yendo 

69 F 

70 』ア

100 Sargassum Thunbergii (mert・)0.Ku商tze

89 Sargassum confusum Ag. 

71 Sargαssum Horneri (Turn.) G. Ag. 

64 Pelvetia Wrightii (.品川.)Yendo 

Tll.ble 4. 

Swelled Produced acid during fermeJ!ltation (%) 

t之町i48戸|向|仙y.sl竺|町11岬|帥ベ向|陥，ysl18days

一一一一一一一一
67 4.43 11.51 

一 一
73 5.54 9.59 13.65 10.96 

一 一
74 7.38 11.81 12.62 

102 13.31 13.95 

一一一一
97 8.86 10.07 

一一一一一
76 8.63 10.87 12.27 

63 9.11 
同 L

一
伺 8.12 8.27 8.76 9.96 

一一一
91 7.01 9.71 10.52 10.58 

一 一一一
69 2.95 4.32 6.66 8.88 

一 一
78 8.12 8.86 9.56 10.96 

70 7.01 8.86 9.如 10.30 

一 一
62 5.54 .8.12 

一一一一一
73 6.27 11.221 111.95 

56 6.27 6.66 7.17 

30 2.58 3.86 5.12 

一
33 2.21 3.24 4.21 
一一

64 5.17 7.01 5.80 

53 4.32 4.03 6.86 

一
36 2.21 5.26 5.12 
ー

91 4.80 4.91 5.剖
一一一一

Table 5. 

同制ZZE龍i記
也|竺I_I~I_I-

Jl 一同4.06/一同F9Z「l
I 64 ，竺竺竺|竺
|83 14何 1 111.87卜3.67112.63

21 グ

26 I Laminaria l'eligiosa Miyαbe 

36 n 

49 I Alaria crassifolia Kjellm 

52 " 
67 ， Cytophyllum hakodatense Yendo 

69 fI 

I∞1 s，αrgassum Thunbergii (mert.) O. Kuntze 

89 I Sargass脚 confusumAg. 

71 I Sarg側聞 Horneri(Turn.) C. Ag. 

64 I Pelvetia Wrightii (Harv.) Ye7ldo 

98 13.69 12.59112.62112.63 

1∞ 12.95 6.831 9.111 9.90 
」ーー一一一』ーー一一一一'一一一一ー-，一一}一一-1-一一一-'

77 12.見 6.481 8.761 8.53 

:回二ElER
;|-医トはほ
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Fig. 1. 

/tJQ .zoo 3ω 4∞ OOO 創町
一~Zd必ι ぬ畑地cι .%" (~:> 

エゾイシグはアルギン酸が豊富でEつ他のヒパマ

タ科の海藻に比して柔軟で、あるため醸酵が良好で

あると考えられ，る。

6) 暖水量 Swel1ed Water 

海藻の藻瞳の軟さは、前に迷ペた前庭理o際に

藻瞳の膨潤する程度、即tぅ藻瞳に吸牧せられ，る水

分。量即ち吸水量によって表す事が出来る。此の

吸水量と醗酵による化生酸量との闘係を知るため

に、各種海藻に就て化生酸量D グラフを描きそD

グラフから第 15日自の化生酸量を求め、之と吸

水量との閥係を圃示ナれば第1聞に示ナ通りであ

る。闘中吸水量は原藻の重量に封ずる百分比を以

て示した。之によって見れば、吸水量と化生酸量

との闘係は直線闘係を示すと思われ y=αx+bな

る式に就て平均法によって α及びbを求めた結果はさえ式の通りであって吸水量の犬なる程化生酸

量の大なる事が判る。即ち y=O.032x+4.11

上式中 yは15日目の化生喰量を、 Zは吸水量を示している。

7)成育時期

成育時期と醗酵との闘係に就ては、本報告中の資料丈では断定し難いが、一般に春に採取した

海藻は吸水量も大であり化生酸量も多い様に思われる。
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